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〒355-0807 埼玉県比企郡滑川町和泉 873 

TEL：0493-56-6123  FAX：0493-56-6124 

 

介護老人保健施設いづみケアセンター 

いづみのホームページ https: //www.kokoro.or.jp/izumi-care/ 

編 集 後 記 

食欲の秋が近づいて参りました。 

私は秋が来ると芋焼酎のお湯割りが楽しみに 

なります。芋のいい香りです。 

秋の味覚・・・、皆様の楽しみはなんですか？。 

編集責任者 高井 康孝 

 

 

 

巻頭言 「今、私に出来ること」  

 

 

 

 

 

 

いづみケアセンターから見える景色の素晴らしさを皆様はご存じでしょうか？。春は周囲の山々が

少しずつ萌黄色に染まり、夏には眼下に広がる田んぼの稲が青々と成長します。秋にはその稲が黄

金色に変わり、冬には遥か遠くの連山が真っ白な雪で覆われます。施設の回廊から見えるこの四季

折々の風景を眺めながら、私は毎日利用者様のもとへ足を運びます。 

私は当施設のケアマネージャー（介護支援専門員）として勤務する島﨑と申します。５年前に入所

課の介護福祉士として入職致しました。従前は介護とは無縁の仕事に従事しておりましたが、ふと人

の為に役立つ仕事をしたいと思い、介護の世界に飛び込みました。介護の仕事を始めた頃に強く感

じたことがあります。それは私にとってはささやかな援助行為であっても、受ける相手の方には大き

な意味を持つということです。それを教えてくれたのは「ありがとう」という言葉でした。どんな小さな手

助けにいつも利用者様は「ありがとう」と仰って下さいます。そのひと言がとても嬉しく、私が介護の仕

事を行なう上での大きな励みになっていました。 

利用者様はこれまでの生活環境や職業、趣味嗜好など、誰一人として同じ方はおられません。全

ての方に同じケアではなく、その方に合ったその方だけのケアを行なうことは“その人らしさ”を守るこ

とだと考えます。「平等という名のもとに行なわれる画一的なケア」を払拭し、多職種協同で利用者様

の“その人らしい暮らし”を形にすることこそ高齢者介護施設の使命ではないでしょうか。私はケアマ

ネージャーとして、利用者様のあらゆる思いを受け止め、その方に合ったその方だけのケアプランの

作成を心掛けています。これまでの介護現場で培った経験を活かし、より良きケアの提供を目指して

日々努力を重ねて参ります。 

いづみケアセンターは在宅復帰施設であると共に、在宅生活支援施設でもあります。利用者様が

長年住み慣れた家や地域で永く暮らしていける様、すべての職員がひとつのチームとなり、幸せな長

寿の人生を支えて参ります。当施設に温かいご支援と深いご理解を賜ります様、心からお願い申し

上げます。 

すべては利用者様の為に…。 

 

 

■リハビリ通信 

広報誌だけではお伝えする事が出来ない施設 

での取り組みや、日々の行事等を載せています。 

是非一度下記 URLにてご覧さい。 

 

 

 

 

■ スタッフブログ 

■面会の対応について 
 

 

1. ご面会は 2名までとさせて頂きます。入館時に面会バッジをお渡し致しますので着用願います。 

お帰りの際は、１階事務所カウンターにて返却ボックスを用意してございますのでご返却ください。 

 

2. ご面会の出来る時間帯は午後 1時００分から午後４時００分までとなります。予約の必要はございません。 

 

3. 面会は 1人につき１日に１回のみ、１５分までと致します。 面会場所は居室のみとさせて頂きます。 

尚、ご飲食はご遠慮願います。 

 

4. 入所利用者様の外出・外泊は原則見合わせて頂きます。但し当施設の医師が受診を必要と判断した場合 

の外出や在宅復帰前提の外泊は可能です。在宅復帰前提の外泊はカンファレンスで協議させて頂きます。 

 

5. 入館中はマスクの着用をお願い致します。また面会の前の検温、手指消毒にご協力ください。手洗いに 

関しては個人の判断に委ねます。尚、検温にて、３７.５度以上ある場合、入館及び面会はできません。 

 

6. オンライン面会については、中止とさせて頂きます。               

 

 

※上記は今後の状況の変化に応じて変更する可能性があります。予めご了承ください。 

 リハビリ課に新たに言語聴覚士が入職致しました。言語聴

覚士は言語や聴覚に障害がある方、摂食嚥下に障害がある

方のリハビリを行う専門職です。写真は利用者様の口腔ケ

アを実施している場面です。リハビリ課は新体制でこれから

も利用者様の生活をサポートさせて頂きます。 

https://www.kokoro.or.jp/izumi-care/ 

 

介 護 支 援 課 

主任 島﨑和子 
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中庭で育てた枝豆が収穫の時期を迎えました。 

 

その量なんと 2kg！ 

 

利用者様が枝豆の実を取り、皆で茹でて食べました。 

 

実もしっかりしており利用者様も「美味しい！」と喜んで召し

上がっておられました。 

今年も中庭で枝豆を収穫しました！ 

 夏の暑さを吹き飛ばそうと、恒例の夏祭りを開催しました。今年も焼きそば、かき氷、あんみつなど定

番人気の品をご用意。感染防止の為、職員が各ユニットを巡り提供させて頂きました。規模縮小ではあ

りましたが例年以上の盛り上がりで、利用者様にも大変喜んで頂くことが出来ました。 

 

長寿を祝う会 

 9月 18日（月）の敬老の日に「長寿を祝う会」を開催致しました。新型コロナウイルス感染症を鑑みて、 

規模を縮小して実施しましたが、心を込めてお祝いをさせて頂きました。喜寿、米寿、白寿、100 歳、そし

て施設最高齢の 103歳の計 8名の方々を表彰させて頂きました。 

お昼には長寿お祝い膳、そしておやつには紅白饅頭を提供致しました。皆様に大変喜んで頂き、 

職員一同嬉しく思います。この度は誠におめでとうございました。 

通所課「長寿を祝う会」 

夏祭り 

 9月 14日(木)、15日(金)に通所課で「長寿を祝う会」を開催

致しました。対象者の方の表彰をさせて頂き、昼食には出前

のお寿司でお祝いさせて頂きました。また職員による落語「転

失気」では会場に利用者様の笑い声が広がり、大変賑やか

な会となりました。 


